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米、非常事態宣言、緊急利下げ
2020年3月16日

図2：米国株価指数、米国債券利回り、政策金利
期間：2020年2月1⽇～2020年3月16⽇、⽇次

図1：米国の感染確認者数と死亡者数
期間：2020年2月1⽇～2020年3月15⽇、⽇次

ポイント① トランプ米大統領が姿勢を急変

3月13⽇、トランプ米大統領は、新型コロナウイル
スの急速な感染拡大に対して国家非常事態を宣言
しました。これにより、最大で500億米ドルを感染拡
大防止のために活用するとともに、医療機関のベッド
増床などの医療体制の強化を図る模様です。

トランプ米大統領は3月初めまで高齢者以外の症
状が比較的軽いことを強調するなど楽観的な姿勢を
とっていましたが、欧州に続いて米国でも感染が急速
に拡大してきたことで態度を大きく変えました。

対外的には欧州からの入国を禁止し、今回の非
常事態宣言で国内対応を強めようとしています。

ポイント② ゼロ金利と量的緩和

15⽇、FRB（米連邦準備制度理事会）は臨時
のFOMC（米連邦公開市場委員会）を開き、政
策金利であるFF（フェデラルファンド）金利の⽬標レ
ンジを1％引き下げて0～0.25％としました。3⽇の
臨時FOMCでの0.5％の利下げに続く今月2回⽬の
利下げです。また、今後数ヵ月で米国債を5,000億
米ドル、住宅ローン担保証券を2,000億米ドル購
入する量的緩和政策の再開も打ち出しました。事
実上のゼロ金利と量的緩和政策は、2008年のリー
マンショックへの対応に匹敵するものと言えます。

ポイント③ 政策総動員へ

米国での感染確認者数は3,000人を超えた模様
であり、感染拡大を止めるために人々の活動を制限
すれば、今回の措置によっても景気の大幅な悪化を
止めることは困難でしょう。

しかし、米国があらゆる政策を総動員する姿勢を
⽰したことは、大きな転機であることは間違いないと
思われます。

（出所）Bloombergより野村アセットマネジメント作成

ダウ工業株30種平均、米10年国債利回りは3月13⽇まで
（出所）Bloombergより野村アセットマネジメント作成
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